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日常的点検を

使用前、使用後に日常点検、保守管理をおすすめしています。

点検、整備時は必ず取扱説明書をご確認ください。

IB-3V2型 メンテナンス説明書
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点検・交換箇所のページを参照してください。

日常点検 A-␣

目次

重量設定 F-␣

排出コンベア D-␣

移送コンベア C-␣

供給コンベア B-␣

ハカリ E-␣
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掃除方法

・使用後、機械に付着した泥・汚れ等を
ブラシや濡れ雑巾などでよく落としてくだ
さい。

・モータ部,電源部,計量部には《水》をか
けないでください。

・機内に残留した屑はていねいに取り除
き、ネズミなどが入らないように注意して
ください。

・濡れたり、水分が付着したままでなく、
機械を 《乾燥状態》 にしておいてくださ
い。

機械の掃除A-1

制御ロータ,ロータリー：
枝・葉くずの除去

計量部：
豆毛の除去

コンベア：
豆毛の除去
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点検方法

・ 〈ボルト・ビス〉にゆるみや脱落がな
いか。
脱落時、ボルト類が枝豆に混入する可能

性があります。定時間毎の点検を推奨しま
す。

・ 〈コンベア〉の張り過不足がないか。

・ 〈制御ロータ,ロータリー〉が回転,左右
動作しているか。

・ 〈下部コンベア〉,〈シューター〉に豆
が残っていないか。

・その他、異常がないか。

点検A-2

制御ロータ,ロータリー：
回転, 左右動作点検

全体：
ﾎﾞﾙﾄ,ﾋﾞｽゆるみ点検

下部コンベア：
豆残り点検

シューター：
豆残り点検

コンベア：
張り点検
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注油方法

・《食品用機械潤滑油》 を注油してくだ
さい。
（注). 《グリス》などは粘度が高く、ゴミ
や泥が付着しますので、決して使用しない
でください。

・ 両サイドのゴムフタを取外し、

〈スプロケットスライド部〉, 〈カム部〉
に注油してください。

注油A-3

スプロケット
スライド部

カム部

ゴムフタ
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調整方法

・コンベア両サイドにあるロックナットを
緩めます。

・調整ナットを締めるとベルトが張られ、
調整ボルトを緩めるとベルトが緩みます。

・調節ボルトを左右均等に調整し、コンベ
ア裏面のたわみ量が、右写真スポットナッ
トと２０ｍｍ程度に調整します。

・ベルトが片寄る場合、片側の調整ボルト
を締めたり、緩めたりして調整してくださ
い。

・ベルトを張りすぎないでください。モー
タの負荷が過大となり損傷原因となります。

・ロックナットを締付けます。

供給コンベア ベルト調整B-1

ロックナット

調節ナット

20ｍｍ

スポットナット
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調整方法

・コンベア両サイドにあるロックナットを
緩めます。

・調整ナットを締めるとベルトが張られ、
調整ボルトを緩めるとベルトが緩みます。

・調節ボルトを左右均等に調整し、コンベ
アを手で押さえ空回りする程度に調整しま
す。

・ベルトが片寄る場合、片側の調整ボルト
を締めたり、緩めたりして調整してくださ
い。

・ベルトを張りすぎないでください。モー
タの負荷が過大となり損傷原因となります。

・ロックナットを締付けます。

・豆がはさまらないよう、コンベアと豆落
下防止板のスキマ5mm程度を確認します。

移送コンベア ベルト調整C-1

ロックナット

調節ナット

5ｍｍ
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調整方法

排出コンベア ベルト調整D-1

排出ボタン押す

・コンベア両サイドにある固定ネジを少
し緩めます。

・ドライバをネジに差したまま、ネジを
緩め張りを調整しネジを締め付けます。

・左右均等に調整し、コンベアを手で押
さえ空回りする程度に調整します。
（排出コンベアを動かすには、コンベア
を手で押して枝豆が溜まったようにし、
排出ボタンを押すと動きます）

・ベルトが片寄る場合、調整してくださ
い。

・ベルトを張りすぎないでください。
モータの負荷が過大となり損傷原因とな
ります。

・枝豆をコンベア奥に置き、排出ボタン
を押し排出されるか確認してください。

固定ネジ

手で押す

奥に枝豆
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・ボルト2個を外し、袋シューターを取
外します。裏側ボルト左も外します。

・ネジ2個を外し、ハカリカバー右を取
り外します。

・ハカリ配線を少し緩め、透明カバーを
取外します。

・エアダスターでセンサー部、スリット
部のゴミを除去します。

・取外したカバー類を取付けます。

・袋シューターは、排出コンベアとの左
右スキマを均等にし取付ます。

掃除方法

ハカリ 検出部掃除E-1

透明カバー

袋シューター

ボルト2個 裏側ボルト左

ハカリカバー右

ネジ2個

センサー

スリット スキマ均等
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重量設定

微 調 整

供給速度

・選別が済んだ枝豆を、ホッパー内側「こ
こまで」を上限に平らに補充してください。

注）毎回同じ位置まで補充してください。
毎回異なると、落下する枝豆量が異なり重
量がばらつきます。

・ 〈重量設定〉のツマミを回し、目標重
量をセットします。

・ 〈供給速度〉ツマミを回し、1回当たり
の計量時間を調節します。遅いと精度が高
く、速いと精度が低下します。

・排出された枝豆を、別のハカリで計測し、
〈微調整〉ツマミで目標値に合うように、
数回調整します。

設置方法

重量設定F-1

枝豆

重量設定

微調整

供給速度
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・ローターカバー、ホッパー
チェーンカバー（前）（後）を取
り外してください。

分解方法

制御ローター動作不良確認方法①G-1

ローターカバー

ホッパーチェーンカバー（前）

ホッパーチェーンカバー（後）
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・チェーンの張りを確認してくだ
さい。
回転時に多少緩む程度です。

確認作業

制御ローター動作不良確認方法②Ｈ-1

・制御ロータリーカム、カムロー
ラーの摩耗、汚れ、油切れを確認
してください。

通常時 回転時

制御ロータリーカム

制御ロータリーカムローラー
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制御ロータリーカムローラーを制御ロー
ターカムの頂点にする（写真1参照）

確認方法

制御ローター動作不良確認方法③I-1

写真1

写真2

写真3

バネ側を矢印の方向へ軽く押す（写真2参
照）

制御ロータリーカムローラーと制御ロー
タリーカムに隙間ができる（写真3参照）
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制御ロータリーカムローラーを制御ロー
ターカムの低点になった時、ローラーと
カムに隙間がないこと

確認方法

制御ローター動作不良確認方法④J-1
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チェーンを取り外す

分解方法

制御ローター整備方法①K-1

バネ、座金、制御ロータリースプロケッ
ト、制御ロータリーブッシュ座を取り外
す

ホッパーモーターカバーを取り外す

ホッパーモーターカバー
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ロータリーブッシュ取付板（前）

分解方法

制御ローター整備方法②L-1

制御ロータリーカムローラー組品を取り
外す

制御ロータリー組品を取り外す
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制御ロータリーゴムの両脇についている
収縮ゴムを取り外す

分解方法

制御ローター整備方法③M-1

制御ロータリーゴムの両脇を取り外し、
抜け止めのテープを確認する
テープが劣化していると位置がズレるの
で巻き直す（3周程度）

制御ロータリーゴムの内径が変形してい
ないか確認する
六角形が劣化により変形していると位置
がズレやすくなる
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制御ロータリーゴムの取付位置は六角軸
が見えて2～3ミリ程度で、両側均等にな
ること

取付方法

制御ローター整備方法④N-1

2～3ミリ程度 2～3ミリ程度

スプライン側 ロータリーカム側
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